
川崎市総合計画市民検討会議・第3部会「暮らし、交通」 グループディスカッションまとめ H27.2.8
２ 少子高齢社会における地域居住のあるべき姿とは」１ 「超高齢社会に向けた地域交通のあるべき姿とは」

地域特性に応じた地域交通基盤の整備とルール・マナーの遵守
地域特性に合わせた交通基盤の整備を推進する。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

道路交通法を踏まえたルール・マナーを遵守する。【自分・家庭】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①②］

ゆるやかなネットワークづくりによる一人暮らし・孤立のない地域づくり
なるべく一人暮らし・孤立化をしないように、日頃からゆるやかなネットワークをつくり、災害時なども対

応できるようにしておくべき。 【自分・家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

キーワード

家庭・地域・行政が連携した自転車利用のルール・マナーの啓発及び意識向上
中高生を対象とした自転車利用のルール・マナーを家庭・地域・行政が連携して啓発することが重要。

【自分・家庭／地域／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

特に高齢者や子育て世帯（２人・３人乗り、電動自転車）、若者への講習を地域で実施するなど、普及啓

発によって自転車マナー・意識向上を図ることが重要。【自分・家庭／地域】[ｸﾞﾙｰﾌﾟ②]

地域・企業・行政の支援と自らの意識を高めるウォーキングの推奨
環境にやさしく、自らの健康寿命を伸ばすウォーキングを推進する。【自分・家庭】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

企業による徒歩通勤支援、地域ぐるみの取組及び行政による歩道整備等の連携によりウォーキングを

推奨する。【地域／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

誰もが安全に移動できる自転車利用環境の整備
自転車レーンの整備に向けては、比較的安価で、短期間で整備できる車道への青色ペイント等、できる

ことから取組を進める。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

歩行者・自転車・自動車の位置を区分するなど誰もが安全に移動できるハード整備を推進する。【行政】

[ｸﾞﾙｰﾌﾟ②]

マイカー活用や路線バスの柔軟運営による適切で効率的な地域交通手段の確保
マイカーや企業バスを活用した地域での乗合を推進し、高齢者等の移動ニーズにきめ細かく対応するべ

き。【地域】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

コミュニティ交通は、収益性も考え、最適な手段を選び活性化すべきだが、タクシー、企業協賛等、様々

な方法を幅広く検討するべき。【地域／行政】[ｸﾞﾙｰﾌﾟ②]
路線バスの乗換えをフリーにしたり、大型病院を拠点にしたりするオンデマンド化の推進。【行政】［ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ①］

路線バスの利便性向上については、高低差に配慮しながら、より使いやすくするべき。【行政】[ｸﾞﾙｰﾌﾟ②]

■ 「マナー」「意識向上」
自助及び共助、更に公助においても重要な概
念として出てきた。セーフティーネットや安全にも
関わりがあるキーワードである。

■ 「シェア」 「交換」
場所のシェアやカーシェアリングといった「シェ
ア」と、住まいの等価交換といった「交換」という
キーワードが出てきた。税金を使って何かやる
のではなく、ニーズが同じものは「シェア」し、異
なるものは「交換」する。両者はつながる概念で
ある。

■ 「プライオリティ」
今回のテーマは全般的に公助に対する意見が
多かったが、財政状況が厳しい中であり、プライ
オリティ（優先順位）をつけることが不可欠となる。

■ 「長期展望」 「ライフステージ」
２０年後、３０年後を意識したまちづくりが重要
である。今だけを考えるのではなく、将来高齢者
が増えたときにどうなるのか、長期展望を意識
すべきである。また、ライフステージに合わせた
住み替えも重要である。

場所のシェア、カーシェア等のシェアによる有効活用
低未利用地や遊休地を活用し、買物駐輪場やカーシェア拠点として時間帯でのシェアで活用する。【地

域】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

ショッピングバス車両のシェアによりバス交通の収益を改善させるなどの工夫をしてはどうか。【地域／行

政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

プライオリティを明確化した道路整備の推進
道路整備については、市民の安全と利便性が向上するプライオリティの高いものから進めるべき。【行

政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

地域で多世代が交流・同居できるしくみづくり
高齢者と若者のシェアハウスや、保育園と高齢福祉施設の複合化など、地域で多世代が交流・居住で

きる仕組みを整備すべき。 【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］
保育・学童・高齢者施設をミックスした、多世代が交流できる場づくりが重要。 【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］
親子や親戚が同居するための改修支援や、高齢者同士が同居するグループホームの整備を促進す

べき。 【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

ライフステージに合わせた住み替え・改修、等価交換による住み替えの促進
既存の団地や空き家を有効活用し、バリアフリー改修や住み替えを促進するべき。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

ライフステージに合わせた住み替えができるよう、民間と連携し、賃貸住宅も活用しながら居住の流動

性を高めることが重要。【自分・家庭／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

等価交換によって川崎市内で住み替えができるような公共による仕組みづくりが重要。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ

②］

子育て世帯などが住み続けたくなる魅力づくり
税金をたくさん納めてくれるような世帯や子育て世帯を誘致し、定着してもらう仕組みを考えるべき【行

政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

医療サービスを充実させ、商業・文化・コミュニケーションの場が充実していることを活かすなど、川崎

市に住み続けたくなる魅力づくりを進めるべき。【地域／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

高齢者が住み続けられるセーフティーネットとしての居住環境の提供
高齢者向けグループホームや市営住宅等によるセーフティーネットとしての住宅施設提供が求められ

る。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

２０年後、３０年後の長期を展望した施設計画の推進
人口が増加している現状への対応だけでなく、２０年後、３０年後を意識し、施設の「転用」を前提に、成

長期から成熟期までを計画段階から意識して整備することが重要。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

公園の多機能化や地域での自主管理の推進
公園など人が集まりやすい場所を多機能化したり、地域での自主管理を推進したりすることが重要。

【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

資料２



第3部会における意見のまとめ

自分
家庭

地域 行政

地域特性に合わせた交通基盤の整備を推進する。 ● 1

道路交通法を踏まえたルール・マナーを順守する。 ● 1・2

中高生を対象とした自転車利用のルール・マナーを家庭・地域・行政が連携して啓発することが重要。 ● ● ● 1

特に高齢者や子育て世帯（２人・３人乗り、電動自転車）、若者への講習を地域で実施するなど、普及啓発によって自転車
マナー・意識向上を図ることが重要。

● ● 2

プライオリティを明確化した道路整備の推進 道路整備については、市民の安全と利便性が向上するプライオリティの高いものから進めるべき。 ● 2

環境にやさしく、自らの健康寿命を伸ばすウォーキングを推進する。 ● 1

企業による徒歩通勤支援、地域ぐるみの取組及び行政による歩道整備等の連携によりウォーキングを推奨する。 ● ● 1

自転車レーンの整備に向けては、比較的安価で、短期間で整備できる車道への青色ペイント等、できることから取組を進
める。

● 1

歩行者・自転車・自動車の位置を区分するなど誰もが安全に移動できるハード整備を推進する。 ● 2

マイカーや企業バスを活用した地域での乗合を推進し、高齢者等の移動ニーズにきめ細かく対応するべき。 ● 1

コミュニティ交通は、収益性も考え、最適な手段を選び活性化すべきだが、タクシー、企業協賛等、様々な方法を幅広く検
討するべき。

● ● 2

路線バスの乗換えをフリーにしたり、大型病院を拠点にしたりするオンデマンド化の推進。 ● 1

路線バスの利便性向上については、高低差に配慮しながら、より使いやすくするべき。 ● 2

低未利用地や遊休地を活用し、買物駐輪場やカーシェア拠点として時間帯でのシェアで活用する。 ● 1

ショッピングバス車両のシェアによりバス交通の収益を改善させるなどの工夫をしてはどうか。 ● ● 2

税金をたくさん納めてくれるような世帯や子育て世帯を誘致し、定着してもらう仕組みを考えるべき。 ● 1

医療サービスを充実させ、商業・文化・コミュニケーションの場が充実していることを活かすなど、川崎市に住み続けたくな
る魅力づくりを進めるべき。

● ● 2

高齢者が住み続けられるセーフティーネット
としての居住環境の提供

高齢者向けグループホームや市営住宅等によるセーフティーネットとしての住宅施設提供が求められる。 ● 1

ゆるやかなネットワークづくりによる一人暮ら
し・孤立のない地域づくり

なるべく一人暮らし・孤立化をしないように、日頃からゆるやかなネットワークをつくり、災害時なども対応できるようにしてお
くべき。

● ● ● 1

20年後、30年後の長期を展望した施設計画
の推進

人口が増加している現状への対応だけでなく、２０年後、３０年度を意識し、施設の「転用」を前提に、成長期から成熟期ま
でを計画段階から意識して整備することが重要。

● 2

高齢者と若者のシェアハウスや、保育園と高齢福祉施設の複合化など、地域で多世代が交流・居住できる仕組みを整備
すべき。

● ● 1

保育・学童・高齢者施設をミックスした、多世代が交流できる場づくりが重要。 ● ● 2

親子や親戚が同居するための改修支援や、高齢者同士が同居するグループホームの整備を促進すべき。 ● ● 1

既存の団地や空き家を有効活用し、バリアフリー改修や住み替えを促進するべき。 ● 1

ライフステージに合わせた住み替えができるよう、民間と連携し、賃貸住宅も活用しながら居住の流動性を高めることが重
要。

● ● 2

等価交換によって川崎市内で住み替えができるような公共による仕組みづくりが重要。 ● 2

公
園

公園の多機能化や地域での自主管理の推
進

公園など人が集まりやすい場所を多機能化したり、地域での自主管理を推進したりすることが重要。 ● ● 1

ライフステージに合わせた住み替え・改修、
等価交換による住み替えの促進

地
域
居
住

住
み
替
え

4　活力と魅力あふれ
る力強い都市づくり

(2)魅力ある都市拠点
の整備と快適な地域
交通環境づくり

3 市民生活を豊かにす
る環境づくり

(2)緑豊かな環境づくり

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

分類

部会における主な意見
重点検討テーマ・

分野
まとめのキーワード

子育て世帯などが住み続けたくなる魅力づく
り

家庭・地域・行政が連携した自転車利用の
ルール・マナーの啓発及び意識向上

誰もが安全に移動できる自転車利用環境の
整備

マイカー活用や路線バスの柔軟運営による
適切で効率的な地域交通手段の確保

場所のシェア、カーシェア等のシェアによる
有効活用

地
域
交
通

自
転
車

公
共
交
通

ル
ー

ル
・
基
盤
整
備

地域で多世代が交流・同居できるしくみづく
り

地域特性に応じた地域交通基盤の整備と
ルール・マナーの遵守

徒
歩

地域・企業・行政の支援と自らの意識を高め
るウォーキングの推奨

多
世
代
交
流

居
住
環
境



雨の日の自転車
使用は危険
（公共交通を
増やす）

マナーを守る

川崎市総合計画市民検討会議・第3部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】 H27.2.8
１ 「超高齢社会における地域交通のあるべき姿とは」

歩く意識の向上
（健康維持・

お金かからない）

企業による
徒歩促進

２ 「少子高齢社会における地域居住のあるべき姿とは」

自
分
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

《
ま
と
め≫

北部・南部など地域の特性に応じた地域交通基盤やルールの整備
家庭・地域・行政が連携したマナー・ルールの啓発・徹底
→家庭での教育、地域でのムーブメントによる意識改革、特に中高生に向けた学校での啓発、
一時利用自転車（駐輪）の整理に関する行政から商業施設への要請等

地域ぐるみの取組や企業による支援も生かしたウォーキングの推奨
→市民自ら歩く意識を高め、地域のまちづくりウォーキングや企業による徒歩通勤者への支援、行政によるベンチ設置等

地域での乗り合わせの推進による高齢者等の移動ニーズへのきめ細かな対応
→マイカーを活用したボランティアのオンデマンド交通や、シルバー専用の三輪車タクシーの導入など

自転車レーンの整備促進と、簡易な青色着色など「できるところから」の迅速な対応
地域でのデマンド交通など既存の路線バス、コミュニティバス等の利便性向上の推進
→民間と連携し、路線バスの利便性を高める（乗り換えフリー、大型病院を拠点化等）

時間帯単位など場所のシェアで駐輪スペースの確保、カーシェアリングの推進

歩く楽しみを感じる
まちづくり
ウォーキング

地域に応じた
ルールの整備

ベンチ設置

徒歩 自転車 公共交通 住まい 身近な住環境

徒歩利用者への
メリット

（健康・環境配慮）

マナー教室
地域で

高齢者宅の
シェアハウス

高齢単身家屋の
アパートメント化
（独立防止もかねて）
シェハウス化（安い）

高齢者の“下宿”
のイメージ

高齢者 若者のシェアハウス

若者の定住者増加
施策の拡充

少子高齢化を
弱める

企業における支援
（補助）

サイクルレーン・
バスレーン
の整備可能？
自動車利用が
減っているなら

自転車は車の仲間と
するならば、自転車
が安全に走行できる

環境整備
青色矢印を
全道路に

自転車レーンの整備
駅前駐輪場
（地下化）

北部住宅街の
自転車用

エスカレーター
の整備（坂道）

地域ごとにルールを
決める

自転車レーン・
青色矢印

自転車損害保険
の加入促進・PR

駐輪場の整備
（一時利用）

駐輪・通勤と一時利用区別
一時利用のための

商業施設への整備要請

駐輪場一時利用

商業施設
への要請

市外へのバスの
交通アクセス

コミュニティ巡回
小型バス運行の拡大
既存送迎バスの
活用（乗り合わせ）

シルバー専用
バスの整備

公共交通の
多様化

地域で自家用車
などを活用して

地域で乗り合わせ

三輪自転車タクシー
シルバー専用
ベロタクシー

デマンド交通

御用聞き買い物
の奨励

それぞれがマナーを守る
（歩行者も、自転車、車）

マナーを守る・ルールの徹底

交通ルールの周知
中高校生への教育
（特に高校生）
傘無し・左側通行・
無灯火・一方通行

安全のために気をつけること
・右見て左 右（車は左側通行）
・左折車からはよく見えていない

青信号 安全

市民の意識改革
安全性

バスより安いから自転車
エコだから自転車

南部は自転車が
中心

家庭で教育 行政指導

着ぐるみを着て
お年寄りの不自由
さを体感する

利用者の視点

民間との連携

アプリなどを使った
タクシーサービスの
高齢者向けサービス
（規制緩和）

サンフランシスコ

ＷＥＢを使って乗りたい
人と乗せたい人
をつなげるサービス

買い物支援サービス
（民間）

路線バスの
利便性アップ

路線バス
乗り換えフリー

公共交通
大型病院への
アクセス・拠点化

バス路線

開かずの踏切

小杉～尻手の
開かずの踏切
道路を遮断する
時間の指導

災害時なども有効

若者への同居条件
付賃貸ルーム

子育て世帯を
誘致する施策

子供向け医療
の拡充

周辺都市との
差を考える

人口増加を図る

納税者の
定着

子どもと高齢者の
施設を一緒に

保育園＆幼稚園を
養護ホームと一緒

にする
（小学校も有）

多世代交流

子どもの地域的交流の
活性化

子供同士のみではなく
様々な知識や技能を有す
る大人との学内・学外での
交流機会を増やす
（ボランティアの公認）

地域で管理する！
絵とか音楽も

シェアＢ＆Ｂ
の地域版

川崎の空き家
家ではなく部屋
が空いている
ことが多い

空室ごとの
不動産仲介

空家の公共的
利用に対して
固定資産税の
補助や

都市計画税の
一部減免

空き家の有効活用

高所得の人を
どう呼び込むか

ホームレスに
体育館の（夜間）

貸出し

安い住宅も
必要

セーフティーネット

川崎に呼び込
むことが大切

課税対策所得は政令市
では高いが、周辺都市
と比べるとどうか
（但し、特別区は
事情が異なる）

カーシェアリング
拠点の整備

カーシェアリング

小杉の成功例の
横展開

小杉の成功例を
参考にする

バリアフリー

古い建物の改修・
UD化支援

住み替えの
促進

宅地の買い取り
転居先サポート

有閑宅地用地の有
効活用

親子同居・
隣接居住
の奨励

親子・親戚の同居or隣接居住

同居のための改修
に対する補助
（神戸市）

高齢者支援に特化

若い人の移住
高齢の方の施設

団地の有効活用

限界団地への
取組

むしろ集める

利便性がいいから成り立つ
住みたい街になれば人は
集まってくる・イメージUP

まちのブランド力ＵＰ

公園などの交流施
設を多機能化する

地域内交流の場の拡
大のため公園・施設の
多機能化の推進
地域の自主管理

高齢者向けグループ
ホーム

・孤立しない

近隣で家庭菜
園をつくる

共同菜園高齢者の
グループホーム

一人暮らしできない
条例をつくる

一人暮らしをしないようにする

交流できる場が
必要

多世代交流

ゆるやかな
ネットワークが
大切

日頃からゆるやかにつながる

借家は（公的な）低所得者
向けだけでいいのでは？

場所のシェア
駅前の土地

民間の土地借りる

場所のシェア

企業に対して指導
する（通勤）

シェアリング

ゆるやかなネットワークづくりを進め、なるべく一人暮らしのない（孤立化しない）地域づくり
→日頃からゆるやかな地域のネットワークを構築し、災害時なども対応できるようにしておく

高齢者と若者、高齢者と子どもなど、地域での多世代交流・居住の促進
→保育園と高齢福祉施設の複合化（教育効果も期待できる）、高齢者と若者のシェアハウスなど

既存の団地や空き家を有効活用し、住み替えや改修をサポート
→団地の有効活用、空き家の有効活用、バリアフリー改修の支援制度など

税金をたくさん納めてくれるような世帯や子育て世帯の誘致・定着化

親子や親戚が近くに住んだり、高齢者同士が同居したりできる仕組みづくり
→同居改修支援、高齢者のグループホームなど

高齢者を含む低所得者のセーフティーネットとしての安価な住宅の提供

公園など人が集まりやすい場所の多機能化と地域での自主管理の推進

地域での啓発
家庭・地域・行政
の連携

ボランティア教育

バスレーンの
整備

賃貸では住むが
定住はしない

民間の取組モデル

地域の活動に参加
することを条件に安
く住める制度もある
（千代田区）
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自転車マナー・意識向上が必要
→特に高齢者・子育て世代（２人・３人乗り、電動自転車）、若者への普及啓発→地域での講習など

安全に自転車が利用できるハード整備
→歩道・車道・自転車道の区分け

コミュニティ交通の活性化
→最適な手段をえらぶこと→課題は収益・解決のアイデア！

路線バスをより使いやすく！
→利便性向上・丘の上まで！

市民の安全と利便性がupする道路整備
→プライオリティの高いものから→幹線道－接続と立体化、一般道－自転車・車道の区分け明確に

駅ロータリーの歩行動
線の見直し

（レイアウト変更）

公－自
自転車の活用

・歩道と車道との区別化
・マナー

コミュニティ交通の活用

歩道・ロータリー

駅のバスロータリーと
歩きの連係が悪い
（バス待ちと歩き）

徒歩 自転車 公共交通 住まい 身近な住環境

高齢者は歩く 健康な人が支える

地域での啓発活動を！

特に
高齢者・子育て世代・学生（若者）

ソフト・啓発も

ハード整備も

ex) 港北区の
まちづくり

実例有り
環八？

幹線道路で
立体交差

できるのでは？

丘の上までバスを
（麻生区）

市外へのバスの交
通アクセス

公－公

川崎市の縦の基幹交
通の充実

・尻手黒川の拡幅
・南武線の大量化

あえてリニア新幹線に
合わせたトンネル拡張
で新百合・宮前－等々
力を通す地下鉄を通す

プライオリティの
高いものから
整備を

深夜のお迎え
勾配もきつい

実例有り
民間との調整は必要
市バスでできる？

収益は必要

・ＩＣＴの活用も（オンデマンド）
・企業からの協賛
・バス車両のシェア

公助－公共
道路の限界の見きわめ

対策を早めに
選択と集中で見直せ
切り捨てて予算を生む

路線バスでも社会実験的に
取り組むことができるように

公助－公共
臨海部へのアプローチ
１．地下鉄（最終目標）
２．コミュニティバス（当面）

３．乗合タクシー

コミュニティ交通の活性化
全国レベルの範となるく

らい！！

コミュニティバスの
賛助企業を募る
企業協力も

路線バスでも社会実験的に
取り組むことができるように

ex) マイクロバス
時間・頻度乏しくともよいのでは？

ＵＲなどを活用し、
持ち家に
こだわらない

高齢になったら
子供と同居か近居
子育て、孫の成長

高齢者層の住み替え
高層Ｍ 低階

空家利用 等価交換

「持家」にこだわらない

ライフステージに合わせた
すみ替えを！

流動性を高める取り組みを

民間と
連携して

少子高齢化が進んで
おり、単身者の孤独死
が多くなっている

高齢者のコミュニケー
ション作り

月に3日～4日の友の
会を作るべき

サークル活動の
活発化とＰＲ

超高層マンションの
コミュニティルーム
活用（多世代交流・
新旧住民交流）

高齢者の方が気軽に来られる場を

今の憩いの家を
改革する？

世代を越えた交流を創
る取組み

①シニアの保育参加
②住替互助金

中長期的展望に
立った公共施設の
策定・建設

例）武蔵小杉の小学
校 20～30年後の
老人施設利用

地域コミュニティの充実！！
⇔交通整備と相乗効果

施設転用を前提とした整備を！！

ex) 保育の場・学童施設

子育て世代への居
住費支援・ミスマッ

チ解消

同居減税
（70歳以上の親と同
居の世帯）
住民税軽減

持家の賃貸化の促
進

駅遠一戸建て
駅近マンション

家族構成の変化に
応じて住み替えられ
るしくみ作り

等価交換システム

損しない（等価交換・依頼関係も）

コミュニティの活性化につながるような

生産労働世代が長
く住み続けられるた
めに必要なことは？

公助

健康長寿のため“貯筋体操”
開催場所を増強

近くの集まりたい施設充実
（商業・文化・コミュニケー

ションの場）

医療サービスの充実

20年後、30年後を意識しながら

付加価値は？
多世代交流やコミュニティでは？

市民生活の安全を
熟慮した行政を！

やめるものはやめる

歩道・自転車道の
整備！

スマートカーシェア
リング・自転車シェ
アリングの促進

自転車マナー・意識向上

なるべく歩く
健康のため

重い荷物を届ける
手伝いをする

自転車
電動付のマナー
スピードを出して、
子ども乗せて、

歩道を走るケースが多い

高齢者の自転車
事故が多発し

改善の余地が必要

自転車購入時（購入
者）に利用のマナー・
交通ルールを
啓発する

多世代コミュニケー
ションの機会・場所

づくり

老人と子どもが交流
できる場（保育園・
学童保育ホール）を

開放する

学童は日中は空き状況

老人の保育への参加
のコミュニティエリアへ
の活用が可能

多世代交流の場作り必須！

川崎の中での

行政が促進策を

税制改正必要では？

住み替え進むしくみ作りを

多世代交流の場作りを！
→保育・学童・高齢者施設 公共施設整備の過程でミックスを！

20年後・30年後を意識したまちづくりを！
→「転用」を前提とした整備を。成長期→成熟期までを計画段階から意識

ライフステージに合わせた住み替えの促進を！
→流動性を高める！持ち家信仰から脱却する。ＵＲ・賃貸化の促進

公共によるしくみ作り
→川崎市内での等価交換

川崎市に住み続けたくなる魅力づくりを
→医療サービスの充実→商業文化→コミュニケーションの場づくり


